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新年のごあいさつ

宮津商工会議所

会頭　今　井　一　雄

明けましておめでとうございます。

皆さま方におかれましては、ご家族お揃いで2011年の

輝かしい新春をお迎えのこととお慶び申し上げます。

昨年のわが国は、政治、経済ともに議論が定まらず迷

走した年となり、特に経済面では、政府、日銀の経済対

策にも拘らず為替相場の円高基調は解消されず、また、

雇用不安、デフレも重くのしかかって、ますます厳しい

時代を迎えました。

加えて、当地方は、人口減少、少子高齢化の歩みが速

く、経済規模の縮小等々にあえぎ、地域間格差の拡大も

あり、さらなる厳しさを実感しました。

このような中、当所では、昨年の秋に役員の改選期を

迎えて私ども正副会頭を含む三役は再選されました。再

選されたからには、引き続き、身を引き締め、この難局

を役員ともども乗り切っていく覚悟であります。今年も

昨年同様、混迷の時代が続くものと予想される中で状況

変化に対応していかなければならず、環境の変化を洞察

し理解しながら、自らも変わることを厭わず関係機関の

ご指導、ご支援を賜りながら事業を進めていきたいと考

えております。

昨年は、このまちを元気に明るくしたい、地域の歴史

への想いを大切にしていただきたいとの熱い志から、春

には京都府副知事をお迎えし関係者の協力と小学生の皆

さまにお手伝い頂き、宮津城の城壁復元、太鼓門の移築

完成記念式典を行いました。さらに夏には、当所青年部

を主体としてキャッスルハッスルと銘打ち、17年振りと

なったダンボール舟レースの復活、そして城壁が復元し

た大手川右岸を「しらかべのみち」と命名するなど多く

の方々の参加と協力を得て多彩なイベントを開催し、宮

津の歴史を思いめぐらしていただきました。

また、高速道路宮津野田川道路の供用が開始されるこ

とから、まちなかに人を呼び込みたい一心で美味いもん

処を掲載した「宮津路地裏満腹地図」を作製、さらには

商店街の賑わいに繋がればとの思いで、一昨年に引き続

き会員の協力を得て「プレミアム商品券」を発売しまし

た。今回は地上デジタル放送に対応した液晶テレビなど

があたる抽選券を発行する他、商店街の協力と商店の工

夫により一層の販促に繋がりやればできるとの感触を得

ていただきました。

景気回復を実感するには、まだまだ道のりは遠く、さ

らなる厳しい局面を迎えるものと予想されますが挑戦し

続けなければなりません。

今年の春には、高速道路宮津野田川道路が供用開始さ

れ、さらに26年には、京都縦貫自動車道が完成するなど

これらの現実を見据え、また、宮津市の宮津ビジョンや

京都府のビジョン「明日の京都」とベクトルを合わせな

がら皆さま方と力を結集し、課題を一つひとつ乗り越え

克服して、地域に賑わいを取り戻したいと考えておりま

す。

具体的には、その一つにと考えていますのが「宮津カ

レー焼きそば」によるまちおこしであります。宮津カレ

ー焼きそばの元祖は、今はなき「平和軒」でありますが、

個性的な味で市民が受け入れてくれるカレー焼きそばを

全国に売り出していかなければならないと考えておりま

す。

次が、私が会頭就任にあたり提唱した3Ｋの一つ「健康

福祉企業」の理念の具現化にあります。高齢化社会を迎

えるに当たって、まずは健康な企業のあり方、そして元

気で健康な社員が働き続けられる条件、環境づくりとは

を、調査研究していきたいと考えております。

最後に、天橋立の「世界遺産登録」に向けた取り組み

であります。京都府の指導を受けながら天橋立の文化的

価値を高め「京都の天橋立」として国内外に向け発信す

るとともに、天橋立と地域の歴史・文化の魅力を高める

運動に協力していきます。

そのほか、まだまだやらなければならないテーマは沢

山あり、これらのテーマに向かって勇気をもち、挑戦し

ていかなければなりません。会議所の役職員一同、「現場

に立脚した活動」を基本に多くの皆さま方の声を真摯に

受け止め、宮津市の発展を期して着実な行動で応えてい

く所存であります。どうか関係各位の格別のご指導、ご

協力をお願いいたします。

以上、新年に当たり所感の一端を申し述べ、また、本

年が皆さま方にとって実りの多い一年でありますよう祈

念して新年のご挨拶とさせていただきます。

ありがとうございました。
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平成21年９月、商工会議所に係わりある団体、市自治連合協議会等々の参加を得て「これからの宮津市議会

を考える会」を立ち上げました。立ち上げに際しての趣旨は、宮津市がこの厳しい状況から脱却し、将来に亘

って、元気で活力あるまちであり続けるために、行政、地域、市民、そして、企業、団体等が共同してまちづ

くりに励み、取り組むことを求められていることから、市議会においても、市民に開かれた議会、市民と共に

歩む議会を前提として、自ら議会のあり方を考え、改革を求めることにあります。

考える会設立後、「宮津市議会改革特別委員会」と意見交換等を行い平成22年２月25日には、議員定数につ

いては18人を14人に削減されたい、議員報酬は定数14人を前提として、議員の役割を認識するとともに資質向

上を求め現状維持とすること、情報公開については、議会基本条例を議員の任期中に制定されたい。また、引

き続き議会改革特別委員会等を設置し定期的な意見交換を求める内容の要望書を提出しました。

その結果、議員定数は2名削減、16名に決定され、議員報酬については新たな行革の議論の推移に委ねる、

また情報公開については、早い段階に議会基本条例を制定して、市民に対する攻めの議会活動を始動していく

ことが確認されました。

平成22年６月の市議会議員選挙後、新議員により「宮津市議会改革特別委員会」が組織され議会の最高規範

である議会基本条例の制定に向けた取り組みがなされております。その取り組み内容は、市民を対象としたア

ンケートの実施、さらには、各種団体を対象とした意見交換会が随所で実施されており、平成23年6月には特

別委員会から市議会議長に報告書が提出されます。私どもは、議会に関心をもち、機会あるごとに議会と議論

をして他市に誇れる議会となるよう見守っていきたいと思います。

平成22年12月14日に開催されました標記懇談会は例年実施している懇談会で、各地商工会議所会頭からは、

中長期的に、そして将来を見据えた各地域の産業振興、商業振興、基盤整備、まちづくりなどについて発言が

ありました。

各商工会議所会頭から、国道27号西舞鶴道路整備促進及び国道423号線バイパス計画早期着工、ＪＲ・ＫＴ

Ｒを利用した北部4市エリアの｢広域周遊観光圏｣の構築、小規模企業者の海外販路開拓支援事業の拡充などが提

案されました。

当所今井会頭からは、①鳥取豊岡宮津自動車道の整備促進、②国道178号線（丹後半島一周道路）の早期改

修と予防工事、③天橋立「世界遺産」登録に向けての支援、④「（仮称）地域活性化政策監」の設置の４点を提

案し、最後に活力ある府政をお願いされ発言を終わりました。

知事からは前向きな回答があり、当所へは①民間からも国へ要望してほしい、②については、公共工事は今

年10％削減される、建設への投資は厳しいが蒲入バイパスの着手について言及がなされ、③については世界遺

産登録に取組むと強い言葉をいただき、また④については商工労働観光部長へ検討の指示がなされました。

最後に京都府商工会議所連合会　立石会長より、観光振興には地域の強みを活かした情報発信が必要である、

関西広域連合では府が観光振興を担当しており、知事には具体的提案をお願いしたい、また鳥取豊岡宮津自動

車道についてネットワーク、国土軸を形成する上からも強い支援を、大企業はもちろん特に中小企業の市場を

アジアに見出す支援をお願いしたいと発言があり、有意義な懇談会を終わりました。

師走に入り、寒さも一段と厳しさを増す12月12日（日）、『ク

リーンはしだて1人1坪大作戦　第４回迎春天橋立一斉清掃』が、

多数の皆様の参加により開催されました。

終了間際に冷たい雨が降り出しましたが、清掃開始時刻には日

が差す天候だったせいか、約700名の皆様にご参加いただき、天

橋立も新春を迎える準備が整いました。

今年度で４回目の取り組みとなりましたが、当日は少年野球ク

ラブの児童、高校生をはじめとする当所会員事業所の多くの皆様

にもご参加いただきました。

この場をお借りし御礼申し上げます。ありがとうございました。

クリーンはしだて1人1坪大作戦　迎春天橋立一斉清掃について御礼

宮津市議会改革に向けた動きについて

京都府知事と府内商工会議所会頭との懇談会開催
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宮津商工会議所では、平成21年度に引き続き、地域内の消費需要を喚起し、

個人消費の拡大と地域経済全体の活性化を願い、宮津市・京都府の支援を受け

て宮津市プレミアム商品券を平成22年６月15日より販売しました。

前回と同様に市内でしか使えない10％のプレミアム付き商品券を１億円規模

で発行し、今年は利用出来る店舗が16店舗増え、17日間で完売いたしました。

又、消費者の更なる購買意欲を高めるために『宮津ピンと♪お楽しみ抽選会』

を開催し、当選者には家電商品等の進呈や商品券が当たるビンゴゲームも開催

しました。

当日は500名ほどの人で賑わい、地元商店街からは商店街で使える商品券の提

供や夏祭りも同時開催していただきました。

取扱店事業所の皆様におかれましては売出しセールや、店舗チラシによる広

報活動等ご協力いただき誠に有難うございました。

【概　要】

１）商品券………………10％のプレミアム付き商品券　1セット11枚入り（11,000円）を10,000円で販売。

２）販売セット数………12,000セット　金額1億2,000万円（プレミアム込みの総額1億3,200万円分）

３）販売期間……………平成22年6月15日～平成22年7月1日（完売）

４）販売所………………当所を含めて6箇所

５）利用期間……………平成22年6月15日～平成22年9月15日まで

６）取扱店舗数…………241店舗

７）利用金額……………1億3,177万7千円（99.83％）

８）主な利用業種（※）…小売業（食料品全般）：59.5％　　小売業（家電・修理） ：15.7％

小売業（その他） ：5.23％　　宿泊・観光サービス業：2.7％

小売業（衣料品） ：1.69％　　飲食業　　　　　　　：1.09％

（※）業種は取扱店申込書の業種を参考とし、1事業所で業種の違う店舗をお持ちの場合は、主要業種でカウントしております。

『宮津市プレミアム商品券』発行事業のご報告

発効年月日時間額（円）

＊はん用・生産用・業務用機械器具製造業
（ポンプ・圧縮機器、一般産業用機械・装置、その他のはん用機械・同部分品、繊維
機械、生活関連産業用機械、基礎素材産業用機械、金属加工機械、半導体・フラット
パネルディスプレイ製造装置、その他の生産用機械・同部分品、事務用機械器具、サ
ービス用・娯楽用機械器具、建設機械・鉱山機械製造業）

＊金属製品製造業（金属素形材製品、ボルト・ナット・リベット・木ねじ等製造業）

＊電気機械器具製造業
（電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情報通信機械器具製造業）

＊輸送用機械器具製造業（輸送用機械器具、建設機械・鉱山機械製造業）

＊各種商品小売業（衣・食・住にわたる商品を一括して、１事業所で小売する事業所）

業　　種　　名

22年12月18日

22年12月18日

20年12月21日

22年12月18日

23年01月06日

765

824

822

820

830

772

＊印刷業

発効年月日時間額（円）※日額（円）業　　種　　名

13年12月20日750 ※6,007＊自動車（新車）小売業

京都府最低賃金が改正され、自動車小売業
の最低賃金を上回ったため、平成22年10月
17日より京都府最低賃金が適用されます。

749＊自動車小売業（中古車、自動車部分品・附属品小売業）

※今後、最低賃金額の表示は、次期改定時に合わせて時間額単独表示へ切替える予定です。

詳しくは京都労働局労働基準部賃金室（1075-241-3215）又は最寄りの労働基準監督署にお尋ねください。

最低賃金制度は、労働者の労働条件を確保するとともに事業の公正な競争の確保及び地域経済の発展に寄与するための
ものです。今回産業別最低賃金の額が改正されましたのでお知らせします。

京都府産業別最低賃金の改定について
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去る11月24日、平成22年度当所優良従業員表彰・会員表彰式がご来賓は

じめ多数の方々の参列のもと開催されました。

今井会頭が式辞の中で、受彰された従業員の皆様が職場で模範となり、

たゆまぬ努力によって事業所の繁栄に貢献された功績に対し敬意が表され、

今後も職場のリーダーとして後進の指導、育成に一層力添えいただくこと

に期待したいと激励、また会員表彰受彰事業所の皆様につきましても、創

業以来永年に亘り事業を継承され、当宮津市の経済発展に多大なご尽力を

賜りましたことに心から敬意を表され、今後も事業発展のため一層ご活躍

いただきたいと激励されました。

続いて、会員事業所から推薦され、表彰審査委員会にて決定した19事業所38名の従業員の方々のお名前を勤

続年数毎に読み上げ、併せて2名の特別表彰の方、また当所常議員会で決定されました9名の会員事業所の方々

のお名前を創業年数毎に読み上げ、会頭から表彰状が授与されました。

この後、ご来賓の井上宮津市長、京都府丹後広域振興局森本副局長より

夫々祝辞をいただき、受彰者に対し祝福とねぎらいの言葉が述べられまし

た。

最後に従業員表彰受彰者を代表し、本城昌彦様（日本冶金工業㈱大江山

製造所）が、本日の受彰は多くの方々に支えていただいたおかげであると

感謝されると共に、今後も良き従業員として事業所の発展はもとより、地

域社会に貢献していきたいと述べられました。

また続いて、会員表彰受彰事業所を

代表しウエマエhair salon様が、古くから当地で商売させていただき今日を

迎えることができたのは地域の皆様のおかげであると感謝され、今後共ご

支援を賜りたいと述べられました。

本年度、会員表彰を受彰されました事業所の皆様は次の方です。

◇創業125周年　・ウエマエhair salon様
◇創業100周年　・小野澤建材　株式会社様　・株式会社　冨田様
◇創業075周年　・金下建設　株式会社様
◇創業050周年　・株式会社　大村工務店様　・BARBER’S KAKIO様

・日置建設　株式会社様　　・民宿　すずや様
◇創業025周年　・モトハウス　テラオ　様　　　　　（以上50音順）

おめでとうございました。来年度以降該当されます皆様の申請をお待ちしております。

会員の皆様へ
お知らせとお願い
平成23年1月より、商工会議

所会館内を禁煙とさせていただ

きます。

愛煙家の皆様にはご不自由を

おかけしますが、ご協力賜わり

ますようお願い申し上げますと

共にこの場をお借りし、お知ら

せします。

2011 新春経済講演会
“日本経済を救う税金の話を始めよう！”

講　師　　元国税庁長官　税務大学校客員教授

大　武　健　一　郎　　氏

【日　　時】平成23年1月19日（水）午後2時から4時

【場　　所】京都北都信用金庫本店　5階大会議室

【参 加 料】無　料

【申込方法】電話にて宮津商工会議所までお申し込み 下さい。（TEL22-5131）

主催：宮津商工会議所・（社）宮津納税協会・（社）宮津納税協会宮津市支部法人部会

共催：京都北都信用金庫・近畿地区しんきん経営者協議会・近畿税理士会宮津支部

当所会員事業所の優良従業員表彰及び会員表彰式が開催されました
19事業所40名の優良従業員の皆様、9会員事業所の皆様おめでとうございました


